
設置場所の制限

注意

●建物の屋上には設置しないでください。 
●バルコニー等の避難通路にあたる場所には設置しないでくだ
さい。 
●大屋根からの雨水や雪が、直接物置の屋根に落ちる場所には、
設置しないでください。 

●崖のふち・風当たりの強い場所等安全の確認のできない場所
には、設置しないでください。 

●給湯器の前には設置しないでください。 

お願い

●重量物・長尺物は運搬・据付の際に複数人数で行い、振り回し
たり落としたりしないよう注意してください。 

●組立の際には手袋を着用してください。 
●風の強い日・雨の日は、組立作業をさけてください。 
●高い足場が必要なときは、踏み台・脚立等安定した足場を使用
してください。 
●組立後、各部のボルト・金具の忘れやゆるみがないか確認してください。 

組立施工の際には

●アンカー工事等の転倒防止工事を必ず行ってください。 

1.まず、御注文通りの商品かどうかを確認してください。 

2.基礎ブロックは市販のコンクリートブロックを御使用ください。ブロックの大きさは巾19cm×長さ19cm×厚さ10cmのものが適当です。 

3.本体寸法を参考にし、組立てに支障のない程度のスペースを確保してください。 

4.部材の共通化のために、実際には使用しない孔のあいている部材がありますので、説明書に従って組立てしてください。 

5.部材は、すべて、鋼製ですので手を切らないようくれぐれもご注意ください。 

 

6.組立は必ず、物置に向かって右側から行ってください。 

7.部材名称の右・左は、正面に向かって右側に取付く部材を右、左側に取付く部材を左とします。（シャッター部材は逆になります。） 

8.部材の組立では、ボルトの孔を合わせて組立てください。ボルト孔が合わなくなった場合は、ボルトをゆるめ、ボルトの孔位置を合わせてく

ださい。 

9.組立が完了致しましたら、鍵を施主または現場責任者の方にお渡しください。 

　 

注意

〈施工にあたって〉 

（安全のため必ず手袋を着用してください。） 

このたびは「ヨド物置」をお買上げいただきまして、誠にありがとうございます。
組み立てる前に、この「組立説明書」をかならずお読みください。

組立説明書 LOC（U）-1825HF型・1829HF型 
単棟型〈床タイプ〉 

土の上に設置する場合 コンクリート床の上に設置する場合 

アンカー工事は設置場所によって図のような方法があります。
強風による転倒防止のため、必ず行ってください。

1番上の孔を
使用します

アンカープレートL

下枠前

外アンカー方式
下枠側

コンクリート

基礎ブロック

打込みアンカー
（D13　L=324mm）

（ （

アンカープレートL

※オールアンカー等、市販の芯棒打ち込み式
アンカー（M12-70以上で）で固定してく
ださい。

下枠前

基礎ブロック

下枠側
上から2つ目の孔を
使用します（ （

本文ではこの方式
を基本として説明
しております。

打ち込みアンカーをアンカープレートLの孔に通し、周囲にタテ、
ヨコ各々40cm、深さ40ｃｍの穴を掘り、コンクリートを打ち込
んで固定します。（6ヶ所）
打ち込みアンカーの頭は、物置本体に向けてください。
※コンクリートは市販品を用意してください。
※高さ15cm以上のブロックを使用する場合は、アンカープレ
ートLまで根巻きを行ってください。

鍵は、シャッターの裏面に貼り付けてあります。
※この組立説明書は「1829H」の組立手順を基本に説明しております。

1 基礎寸法について 
①基礎ブロックを図の寸法に並べます。【基礎寸法図】
　（数字はｍｍ）
　◎物置本体と基礎ブロックの関係は、図の通りです。
　◎前後の屋根の出寸法は左の姿図を参照してください。
　　左右は本体から47mm出ます。

下枠・前 下枠・側
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【基礎寸法図】
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物置本体
下枠位置

正面

2 下枠の組立 

下枠・側左

下枠・側右

柱前右、左の下端を下枠の切り欠き孔に差し込みボルト（M6×15）
止めします。同時にアンカープレートLを下枠・側右、左に下枠接続
金具と一緒にボルト（M6×15）止めします。
柱・後も同様に差し込み、柱1本につき
2箇所ボルト止めします。

3 柱の組立 下枠・側右（側左）

下枠・後ボルト

柱前・左

柱前・右

柱前・前

柱・後

柱・後

正面

アンカープレートL

柱・後

正面正面

床板

下枠・側右

下枠・側左

床補強

5

4

床板の重ね方

上枠の組立 

床板の組立 
 

6 床押えの組立 

②床板を一方の端（どちらからでもかまいません）
　から順に並べます。
　重ね部分を図のようにミゾにはめ込み並べます。

①床補強を下枠・側右、左の切込みに落し込みます。

SN床押えと床押え後を取付けます。SN床押えを下枠前と床板の間にはめ込んでSN床押え金具で固定します。
床押え後は床押え取付金具を下枠後に取付け、床押え後を金具にかぶせボルト止めします。
　

下枠・後

下枠前

ボルト

床押え後
SN床押え 床押え取付金具

床押え取付金具

SN床押え取付金具 ボルト
ボルト

ソフトテープはしっかりと
貼付けてください。注意本機種でのアンカー工事は強度上、外アンカー方式のみとなります。 注意

（4ケ所）

断面図

下枠前 下枠・後

SN床押え金具
床押え後

床押え
取付金具

床板

SN床押え

前 後

7 間柱後の組立 
①間柱・後の上端を上枠・後に、
　差し込みます。

②下端を下枠・後に差し込んで
　上下共ボルト（M6×15）止めします。

間柱・後

1

2床押え後

上枠・後

下枠・後

切欠きがある
方が下です。

ボルト

ボルト

断面図

間柱・後

下枠・後

床押え後

①基礎ブロックの上に図のように
   部材を並べます。

下枠・後

下枠接続金具・後

下枠・側

②下枠接続金具・後に下枠・側
および下枠・後を差込み、ボ
ルト（M6×15）で固定します。

③下枠接続金具・前右に下枠・前および下
枠・側を差込み、ボルト（M6×15）で固
定します。左側も同様にして組立てます。

下枠・前

下枠接続金具
・前右

下枠・側

注意 水準器を使って基礎の
水平を出してください。

※基礎の水平が出ていないとシャッタ
ーがスムーズに開閉しなかったり鍵が
かかりにくくなったりします。

 1829H型の下枠側は
   左右共通です。　

差し込む

アンカープレートL

②上枠前を柱前右、左にツメをかぶせて、ボルト（M6×15）止めします。　 
　上枠・後のツメを柱・後に引っかけ、ボルト（M6×15）・ナット（M6W16）で止めます。
③上枠・右、上枠・左も同様に取付けます。
④上枠補強を室内側から柱前にのせ、ボルト（M6×15）・ナット（M6W16）で固定し、
　SN床押え金具を角孔に差し込んでボルト
　（M6×15）で固定します。（計3箇所）

①ソフトテープを上枠前および上枠後に貼付けます。

上枠前

ソフトテ－プ

上枠・後

ソフトテープ

上枠前

鍵はシャッターの裏面に貼付けてあります。 

上枠と柱のラインをすき間なく合わせて固定してください。

8

9

間柱金具⑤

間柱金具⑥

間柱側の組立 
①間柱・側前、側中、側後の上端を上枠・左 
　（右）に差し込みます。

②下端を下枠・側左（右）に差し込み
　ボルト（M6×15）止めします。

③間柱・側前、側中の上端に間柱金具⑤をはめ込み、
　中央の孔でボルト（M6×15）止めします。

④間柱・側後の上端に間柱金具⑥をはめ込み、
　中央の孔でボルト（M6×15）止めします。

　

はりの組立 

はり・前

上枠・左
上枠・右

はり・中 はり・後

間柱・側前間柱・側中

間柱・側後

角孔・丸孔 角孔・丸孔

一般型

はり前 はり中 はり後

①はり・前の取付け 
両側の間柱・側前の上にはり・前（「一般型」表示がある
はり）をのせてボルト（M6×15）で止めます。はりの向きに注意してください。
②はり・中の取付け 
はり・中を両側の間柱・側中にのせてボルト（M6×15）で止めます。

③はり・後の取付け 
両側の間柱・側後の上にはり・後をのせてボルト（M6×15）で止めます。

注意

はりは、前と後の形状が異な
りますので間違えないよう注
意してください。（はり上面
の印字を確認してください。）

はり・前 はり・後

はり・中

上枠・左
上枠・右

間柱・
側前

間柱・側中間柱・側中

間柱・側後

豪雪型

3

前 

ボルト

2

間柱・
側前

間柱・
側中

間柱・
側後

上枠・左

下枠・側左

ボルト

切欠きがある
方が下です。

1

はり・後
上枠・左

間柱・側後

入
口
側

はり・前

はり・中
上枠・左

間柱・側前

入
口
側

上枠・左

入
口
側

間柱・側中

ボルトM6×15（白）
ボルトM8×21

M6ナット（W16）

※シャッターブラケットに取り付けています。

ボルトM8×60（白） M8ナット（白）

使用ボルト一覧 
13シャッタ－シャフト固定時 13ブラケット固定時 

（一般型） 

（豪雪型） 

ボルト

上枠前

上枠補強上枠・右

ボルト

ナット

SNSN床押床押え金具金具
（計3箇所箇所）
SN床押え金具
（計3箇所）

間柱金具⑤

梱 包 内 容 表  

梱包組合せ表  

※合計のカッコ内の数は、豪雪型の梱包数を表しています。

部品 前後材 左右材 鼻隠し柱 補強
一般 豪雪一般 豪雪

床 屋根 壁 シャッター 棚板 計　　　梱包
機種

1829ＨF型

1825ＨF型 ＬO3-0134 ＬO3-0253 ＬM3-0356 ＬO3-0377 ＬO3-1153ＬO3-0451

ＬO3 - 0 5 6 0
ＬO3 - 6 5 0 1

ＬO3 - 0 5 6 0
ＬO3 - 6 5 0 1

ＬM3-1064
ＬM3-1064
ＬM3-1073

ＬO3-1731
ＬO3-1732ＬM3 -0502

ＬM3 -0502

ＬＭ3-0942ＬＭ3-0701
ＬＭ3-0702 ＬM3-1903 15（16）

ＬO3-0134 ＬO3-0253 ＬM3-0357 ＬO3-0378 ＬO3-1153ＬO3-0451
ＬM3-1065
ＬM3-1065
ＬM3-1071

ＬO3-1731
ＬO3-1732ＬＭ3-09046 - 0 8 1

6 - 0 8 2 ＬM3-1903 15（16）

部　材　名 数 量 

ＬO3‐0134
（1825HF・1829HF）

接 続 金 具 　 前 右  
接 続 金 具 　 前 左  
接 続 金 具 　 後  
ELC　棚受け　N　右 
ELC　棚受け　N　左 
ELC　床押え取付金具 
S N 床 押 え 金 具  
間 柱 金 具 　 ⑤  
間 柱 金 具 　 ⑥  
屋 根 止 結 金 具  
Ｔ 型 ス パ ナ 　 0 4  
＋ドライバー　 0 4  
水 準 器 　 0 4  
取付けベース　0 4  
壁パネル止結金具  
打 込 み ア ン カ ー  
アンカープレートL2725 
ボ ルトM 6× 1 5 G  
フランジナットM 6  
ボ ルトM 8× 2 1 G  
組 立 説 明 書  
機 種 名 ラ ベ ル  
取 扱 説 明 書  
保 証 書  
ソフトテープL=1800

1 
1 
2 
3 
3 
4 
6 
4 
2 
21 
1 
1 
1 
1 
66 
6 
6 
192 
7 
5 
1 
1 
1 
1 
2

●部品

部　材　名 

ＬO3‐0253 
（1825HF・1829HF）

LOC下枠前　A2.5  
ELC下枠後  A2.5   
LOC上枠前　A2.5   
ELC上枠後　A2.5    
ELC床押え後　A2.5   
LOC上枠補強　A2.5   
S N床押え　A 2 . 5   

数 量 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1

部　材　名 

ＬM3‐0356
（1825HF〈一般地〉）

ELC下枠側　A3 . 5右    
E LC下枠側　A3 . 5左    
E L C 上 枠 左 　 A 3 . 5    
E L C 上 枠 右 　 A 3 . 5    
ELC間柱　側　前3.5H   
ELC間柱　側　中3.5H   
ELC間柱　側　後3.5H 

数 量 
1 
1 
1 
1 
2 
2 
2

部　材　名 

ＬM3‐0357
（1829HF〈一般地〉）

下枠側　 A 4 　（ 9 4 ）   
E L C 上 枠 左 　 A 4 . 0    
E L C 上 枠 右 　 A 4 . 0    
ELC間柱　側　中2.0・4.0H   
ELC間柱　側　前4.0H   
ELC間柱　側　後4.0H 

数 量 
2 
1 
1 
2 
2 
2

部　材　名 

ＬO3‐0377
（1825HF〈豪雪地〉）

LOC 下枠側 A3.5SU （右）（左）（床）   
ELC上枠左　A3.5    
ELC上枠右　A3.5    
ELC間柱 側 前3.5 H   
ELC間柱 側 中3.5 H   
ELC間柱 側 後3.5 H  

数 量 
左右各1 
1 
1 
2 
2 
2

部　材　名 

ＬO3‐0378
（1829HF〈豪雪地〉）

L O C 下 枠 側 　 A 4 . 0 S U（ 床 ）      
ELC上枠左　A4.0    
ELC上枠右　A4.0    
ELC間柱　側　前4.0H   
ELC間柱　側　中2.0・4.0H   
ELC間柱　側　後4.0H  

数 量 
2 
1 
1 
2 
2 
2

●前後材

●左右材
部　材　名 

ＬO3‐0451
（1825HF・1829HF）

LOC柱前　右H　〈床〉  
LOC柱前　左H　〈床〉  
E L C 　 柱 後 　 H    
E L C　間柱後　H    
LOC　柱前補強カバー　＜床＞右左  

数 量 
1 
1 
2 
2 

左右各1

部　材　名 

ＬO3‐1153
（1825HF・1829HF）

ELC鼻隠し前　A2.5   
ELC鼻隠し後　A2.5   
E L C 換 気 栓    
L O C前板　A 2 . 5

数 量 
1 
1 
2 
1

●鼻隠し

●柱

●補強

部　材　名 数 量 

LM3-0502
（1825HF〈一般地〉・1829HF〈一般地〉）

ELC はり DHK A2.5（前） 
ELC はり IL A2.5(S)（中） 
ELC はり JM A2.5（後） 
床 補 強 　 A 2 . 5   

1 
1 
1 
3

部　材　名 数 量 

LO3-0560 
（1825HF〈豪雪地〉・1829HF〈豪雪地〉）

LOC はり  HK A2.5U 
LOC　はり　IL　A2.5U 
LOC　はり　JM　A2.5U

1 
1 
1

部　材　名 数 量 

LO3-6501
（1825HF〈豪雪地〉・1829HF〈豪雪地〉）

床 補 強 　 A 2 . 5   3

部　材　名 

ＬＭ3‐0904
（1829HF）

ELC 屋根板小 A4.0   
ELC 屋根板大 A4.0  

数 量 
4 
1

部　材　名 

ＬＭ3‐0942
（1825HF）

ELC屋根板　大　A3 . 5    
ELC屋根板　小　A3 . 5   

数 量 
1 
4

●屋根

6-081
（1829HF）

2
部　材　名 数 量 

床 板 ・ A 4

ＬM3‐0701
（1825HF）

2
部　材　名 数 量 

ELC床板　A3 . 5   

ＬM3‐0702 
（1825HF）

3
部　材　名 数 量 

ELC床板　A3 . 5   

6-082
（1829HF）

3
部　材　名 数 量 

床 板 ・ A 4

●床

部　材　名 

ＬＭ3‐1064
（1825HF）

E L C 壁 　 H - A   
数 量 
4

部　材　名 

ＬＭ3‐1065
（1829HF）

E L C 壁 　 H - A   
数 量 
5

部　材　名 

ＬＭ3‐1071
（1829HF）

E L C 壁 　 H - F   
数 量 
1

部　材　名 

ＬＭ3‐1073 
（1825HF）

E L C 壁 　 H - F   
数 量 
3

●壁

部　材　名 

ＬO3‐1731
（1825HF・1829HF）

シャフト Ａ2.5〈床〉,スラット（9枚） 
ブ ラ ケ ッ ト 右  
ブ ラ ケ ッ ト 左  
サイドレール〈床〉右 
サイドレール〈床〉左 
フック棒（L= 6 0 0 ） 
差 し 込 み ガ イド 

数 量 
一式 
1 
1 
1 
1 
1 
1

●シャッター

部　材　名 数 量 

ＬM3‐1903
（1825HF・1829HF）

ELC棚板　Ａ2.0N 2

●棚

部　材　名 

ＬO3‐1732
（1825HF・1829HF）

スラットA2.5（15枚） 
水切,スラットA2.5（10枚） 

数 量 
一式 
一式 

○部材名称にはA4.0等の記
号がついた部材がありま
すが、これらは部材の長さ
の記号であり説明書文中
では省略しております。

下枠・側

下枠・後

柱・後

250

4545

250

450450

400

間柱金具⑤

1,863

1,95
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1825H型 2,305
1829H型 2,305

92

1825H型 131
1829H型 132

1825H型 2,788

1829H型 3,139

182
5H型

 2,5
64

182
9H型

 2,9
14

1825H型 2,356
1829H型 2,356

下枠
接続金具・前右

下枠接続金具・後

下枠接続金具・後

下枠・側

下枠・側

下枠・後

下枠・前

下枠接続
金具・前左

正面

ボルト
柱後

ボルト

上枠・後

ナット

上枠・右

すき間なく
合わせる 上枠・右

上枠前   

ツメ

上枠・右

上枠前

ボルト

上枠・後

柱後

上枠前

下枠前

上枠・右

柱前・右

上枠・左
上枠前

ボルト

柱前・右
ツメにかぶせる

ツメ

角孔・丸孔 角孔・丸孔

はり中 はり後はり前

間柱金具⑥

SN床押え取付金具

ボルト

はり・前

上枠・左

間柱・側前

間柱金具⑤

入
口
側

間柱金具⑤

間柱・側中

はり・中
入
口
側

はり・後
入
口
側

間柱・側後

間柱金具⑤
間柱金具⑥



LOC ― 1829HF

LOC ― 1825HF

①屋根板は、物置に向かって右端から屋根板・小を順に取付けて行き、（1枚目～4枚目）左
端に屋根板・大（5枚目のみ）を取付けます。この時 前 のマークの入っている方を前に
します。
②隣同志の屋根板の角孔と上枠・後の角孔に屋根止結金具を通しボルト（M6×15）で仮
止めします。上枠前、はり前、はり後も同様に仮止めします。（計16ケ所）

壁パネルには上下がありますので注
意してください。壁パネルと下枠に三

角形状のすきまが発生したり隣同士の壁パネル止
結金具の角孔が上下方向にずれる場合は、基礎の
水平、本体の立ちを確認してください。

切欠き

壁パネルA 壁パネルF

表示のある方が下です。

670mm 319.5mm

下 下 

スラットは、3分割されてお
りシャフトを取り付けた後、
左（又は右）から差し込みガ
イドを使って順次差し込んで
行くようになっています。差
し込むスペースがない場合
は、ハカマを取付けている
ボルトをはずし、スラットを
一体にしてからシャフトに取
付け直してください。

ハカマ

ソフトテープを破損し
ないように屋根を取
付けてください。

注意


